
地域共生社会の実現に向けて

～相談支援・参加支援・地域づくり支援で
包括的な支援体制を～

令和4年２月26日（土）

安曇野市地域支え合い推進フォーラム

社会福祉法人長野県社会福祉協議会



地域社会のいま

○少子高齢化、人口減少、家族の単身化、非正規雇用
⇒ 持続可能な社会（地域づくり）の課題＜SDGs＞

○複合的な課題の深刻化
（社会的孤立、ひきこもり、ダブルケア、８０５０問題など）
※40～64歳のひきこもりが全国で61万3千人

○家庭力や地域力の低下、寛容性の低下

○外国人、ＬＧＢＴ、発達障がいなどさまざまな個性を
持った住民の包摂の視点が必要



（第1回地域共生社会推進全国サミットより）

○なぜ地域共生社会が必要か

⇒日本社会が大きく変わってきている

【蟻の目】

非正規、自殺、単身化

社会的孤立、リスクの
連鎖・複合化

【鳥の目】

第三次ベビーブームの喪失
（就職氷河期世代）

人口減少（社会資源減少、
地方消滅）

〈地

域
〉

地方創生地域共生社会



「介護の社会化」が進展。それでも地域で
支え合う風土づくりが求められている

「福祉に関する県民意識調査」平成30（2018）年調査





「我が事・丸ごと」の地域共生社会

○制度・分野ごとの『縦割り』や『支え手』
『受け手』という関係を超えて、

○地域住民や地域の多様な主体が『我が事』と
思って参画し、

○人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸
ごと』つながることで、

○住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を
ともに創っていく社会

◆今後の福祉改革を貫く「基本コンセプト」



地域共生社会（政策・理念）

包括的支援体制（社会福祉法第106条３）

地域包括ケアシステム（地域医療介護確保法）

重層的支援体制整備事業
（社会福祉法第106条４）

上位概念

中位概念

事
業
名

第４回地域共生社会推進長野フォーラム 日本福祉大学 教授 原田正樹氏 資料

用語の整理



長野県地域福祉支援計画

地域共生社会の目指すもの



第４回地域共生社会推進長野フォーラム 日本福祉大学 教授 原田正樹氏 資料



「介護離職ゼロ」に向けた取組の方向
（地域共生社会の実現）

子供・高齢者・障害者など全ての人々が地域、暮らし、生
きがいを共に創り、高め合うことができる「地域共生社会」
を実現する。このため、支え手側と受け手側に分かれるの
ではなく、地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いな
がら、自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成し、福
祉などの地域の公的サービスと協働して助け合いながら暮
らすことのできる仕組みを構築する。また、寄附文化を醸
成し、NPO との連携や民間資金の活用を図る。

ニッポン一億総活躍プラン（平成２８年６月２日閣議決定）

「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部（平成２８年７月１５日）

我が事・丸ごとの地域づくり



「我が事」・・・

・自分や家族が暮らすこの地域が将来どうなって
いくのか
・自分や家族が経験した問題や課題をきっかけに、
地域（我がまち）のことを考え始める

（例えば）
〇高齢化の進む地域で行われている見守りを含めた
高齢者自身が主体的に地域住民の困りごとを解決
する取り組み

① 自分や家族が暮らしたい地域を考えてみる



・民生委員、ボランティア等々、「地域の困っている
課題を解決したい」という気持ちから行う活動。

・地域住民の困りごと、心配ごとに耳を傾け、福祉
関係者や地域の様々な人たちとともに、できる限り
解決に結びつくような取り組みをしていく。

「早期発見」 「見守り」 「支え合い」

② 地域で困っている課題を解決したい



地域には、助けを求めることもできず、周囲からも孤
立している人や世帯があることも事実であり、地域の
中だからこそ相談できないで埋もれてしまうこともあ
る。

（例えば）ごみ屋敷問題
ごみ処理だけが問題・・・？

③ 「一人の課題から」



こうした課題を抱えた人が共通して社会的孤立の状況にある
ことが分かってきたことで、支援のあり方は変化している。

③ 「一人の課題から」

相談支援の専門員が、本人に寄り添い信頼関係を築く一方、
地域住民が片付けに参加することにより、ごみ屋敷の住人と住
民との間に緩やかな関係ができることで、再度孤立に陥ること
なく生活することが可能になる。
さらに、その人の参加の場や役割を持てる場、「働ける」場所
を地域の企業や商店街の中に見出すこともできる。そのことに
より、本人も支える側にもなりうる。

「支える」「支えられる」を超えた相互の関係



ちょっと考えてみましょう

○仕事で、地域で、気になっているＡさん

「どんなことが気になりますか？」

「なぜそういう状況になっていますか？」

「本人を取り巻く環境（家族、友人、職場、地域）は？」





出所：三菱UFJリサ－チ＆コンサルティング「地域包括ケアシステムの構築に資する新しい介護予防・日常生活支援総合事業等の推進のための総合的な市町村職員に対する
研修プログラムの開発及び普及に関する調査研究事業報告書」 、平成28年度厚生労働省老人保健健康増進等事業







令和3年4月から施行された改正社会福祉法により重層的支援体制整備事業がスタート





厚生労働省：重層的支援体制整備事業従事者研修（長野県）資料



対人支援において今後求められるアプローチ

具体的な課題解決を目指すアプローチ つながり続けることを目指すアプローチ

個人が自律的な生を継続できるよう、本人の意向や取り巻く状況に合わせ、２つの
アプローチを組み合わせていくことが必要。

支援の“両輪”と考えられるアプローチ

➢本人が有する特定の課題を解決することを目指す

➢それぞれの属性や課題に対応するための支援（現
金・現物給付）を重視することが多い

➢本人の抱える課題や必要な対応が明らかな場合に
は、特に有効

➢本人と支援者が継続的につながることを目指す

➢暮らし全体と人生の時間軸をとらえ、本人と支援者
が継続的につながり関わるための相談支援（手続
的給付）を重視

➢生きづらさの背景が明らかでない場合や、8050問

題など課題が複合化した場合、ライフステージの変
化に応じた柔軟な支援が必要な場合に、特に有効

令和2年度社会福祉協議会トップセミナー 厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課 國信氏資料



厚生労働省：重層的支援体制整備事業従事者研修（長野県）資料



複合・複雑化した支援ニーズに対応する市町村の断らない包括的な支援体制の整備

個別支援から派生する新たな社会資源・仕組
みの創出の推進

相談の受けとめ

多機関のネットワークの構築

相談支援に関するスーパーバイズ、人材育成

制度の狭間・隙間や、
課題が複合化・複雑
化したケースにおけ
る支援調整

多様な社会参加・就労の支援

解決に向けた対応 社会との接点の確保・包摂の支援

住まいの確保のための支援

権利擁護のための支援

日常の暮らし
の中での
支え合い

地域活動
（見守り等）

コミュニティ
（サークル活動等）

居場所を
はじめとする
多様な場づくり 身近な地域

（地縁組織等）

個別課題としては明
らかではない場合に
ついて、継続的にか
かわり続ける支援

既存の社会資源の把握と活性化 新たな社会資源の開発

住民・社会資源・行政間の
ネットワークの構築

人と人、人と社会資源のつなぎ

多機関協働の中核
の機能

属性にかかわらず、地
域の様々な相談を受け
止め、自ら対応又はつ
なぐ機能

①相談支援

社会とのつながりや
参加を支援する機能

②参加支援

地域づくりをコーディネートする機能

③地域づくりに向けた支援

場の機能

◆ 市町村が、地域住民の複合・複雑化した支援にニーズに対応する断らない包括的な支援体制を整備するため、以下
の支援を一体的に実施する事業を創設
①相談支援（市町村による断らない相談支援体制）
②参加支援（社会とのつながりや参加の支援）
③地域づくりに向けた支援
◆ 本事業全体の理念は、アウトリーチを含む早期の支援、本人・世帯を包括的に受け止め支える支援、本人を中心とし、

本人の力を引き出す支援、信頼関係を基盤とした継続的な支援、地域とのつながりや関係性づくりを行う支援である。

令和2年度社会福祉協議会トップセミナー 厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課 國信氏資料



厚生労働省：重層的支援体制整備事業従事者研修（長野県）資料





【出所】氷見市地域福祉計画
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【出所】氷見市地域福祉計画



信州ふっころプラン （長野県地域福祉活動計画）

計画期間
令和2年度～4年度



信州ふっころプラン （2020年～2022年）



























「住み続けられる地域」、「コ
ミュニティの再生」を大きな目
標にして、避難先、転居先から
再び住み慣れた地域に戻ってこ
られる選択肢を広げる。
そのために、ボランティア活
動を通じて住民と対話を行い、
常に寄り添いながら活動を行う。

◆運営方針

ボランティア一人ひとりの想
いを受け止め、活動の意味を
伝えて、満足度の高いコー
ディネートを行う。
「おもてなしセンター」とし
て、とにかくさわやかに声掛
けをして、「また来たい」と
思ってもらえる運営を行う。

りんごサテライト 赤沼サテライト

【長野市北部災害ボランティアセンター】

津野サテライト

災害ボランティアセンターの運営









ふくし

ﾁｰﾑ

被災者の多様なニーズ

地元住民

相談・依頼

災害ボランティアセンターの機能

重機
技術
ボラ

被災者を応援し
たいボランティア

福祉・
保健・
医療・
看護

「あの人が困っている」
「一緒に訪問しよう」

ｼｰｽﾞ

「地域を元気にしていきたい」
「復興に向けたまちづくりを」

地元主体

【総合相談】

支援を求められる

被災者本位

【コーディネーション】

協働

参加

【コミュニティマッチング】

ボランティア依頼
への迷い・遠慮

とにかく自分だ
けで頑張る

どうしていいか
分からず途方に
暮れている

災
害
V
C

潜在
ニーズ

テーマ
型ボラ

NPO訪問
アウトリーチ

生生生



関係性
を重視

地域生活
を意識

アセスメントの視点

◆人を見る
◆生活を見る
◆地域を見る
◆支援者を見る

生活再建
住宅再建

総合的・包括的アプローチ
コーディネーション

被災者

専門機関等

地域づくり支援 多機関協働

災害コミュニティソーシャルワーク（検討中）

ＣＷ
コミュニティ
ワーカー

参加支援

被災者本位地元主体 協働

地域コミュニティ

ＣSＷ
地域福祉
ネット
ワーカー

ボランティア

NPO
地域
住民

SＷ
ソーシャル
ワーカー

ＣSＷ
コミュニティ
ソーシャル
ワーカー

相談支援

アウトリーチの徹底・ジェネラルの視点
地域住民・ボランティアとともに訪問によるアウトリーチ
医療・保健・福祉の連携によるチームアプローチ

社会活動・
ムーブメント
マンパワーと多様な
支援で被災者に寄
り添う。社会変革の
原動力に

参加支援

行政

官民協働
プロジェクト

創造

アドボカシー
（擁護・代弁）
施策化

プロジェクト化
事業化生活圏域の

支え合い
住民同士の関係性、
地域への想いを、
復興のまちづくり
へつなぐ



◆排除しない（しかし、地域は排除もする）
◆ＳＯＳを出せない、助けてと言えない人の支援

○一部（申請）への対応
⇒丸ごと(表出されていない課題＜孤独＞にも対応)

○靴（制度）に足を合わせる ⇒ 足に靴を合わせる
○事後対応 ⇒ 予防、早期発見、早期解決
○断らない、たらいまわしにしない
○「受け手」を「受け手」のままにしない
○理念 ＋ 施策 ＋ 運動

地域共生社会は何を目指しているか



炊き出しの弁当と残飯の弁当の違い

⇒物に人が関わることで物語化させる

物語の
創造

制度を駆使する
社会資源を増やす

役割がある
セリフがある

地域共生社会とは



「うちみたいな核家族は、ジジ、ババは電話が中心。
こういう機会は本当にありがたい」

「ババなんて20年ぶりくらいで呼んでもらって感激した」
「子どもたちを地域で育てていくって大事」

学習支援も兼ねて大学生も参加。

「友だちにもこども食堂に興味を持っている人がたくさんいるので、
今度は誘ってみたい」

地域で在宅で暮らすために住民同士の支え合いの仕組みの
一つの有償在宅福祉サービスを利用する方の一言。

「知っている人に畑を有効に使ってもらいたい」
知っている人こと、有償在宅福祉サービス協力会員の方（男性）。

「こども食堂に何かの形で関わりたいけど、調理は女性ばっかりだから」
双方の思いがマッチングされ、畑を借りて、ボランティアが集まりさつまいも植えが
行われた。

「管理はオレがするから」「焼き芋大会したらこどもが喜びそうだ」

地域の熱意ある方の声でスタートしようとしたこども食堂。
その想いを地域にいるコーディネーターが地域の方々につなげて、さまざまな地域の方
が参加した取り組みに。

（エピソード） こども食堂がきっかけの世代間交流の場が広がってきた



○手順書がない
⇒地域の課題、地域の実力に即した実践

○“我が事”と“丸ごと”の取り組みの一体的実施
○重層的な仕組み 課題キャッチ～課題解決
○住民・行政・関係者の各気づきを無駄にしない、無視しない
○既存の仕組みが丸ごとつながる
福祉の分野はもちろん、福祉の枠も超える

○誰もが集える場（ごちゃまぜ）
情報が集まる、気持ちが集まる、何かが生まれる、行動につながる

○「支え手」＝役割がある
○複合課題丸ごと、世帯丸ごとの仕組み（アセスメント、協働による課題解決）

「入口」としての地域づくり、
「出口」としての地域づくり

どのように地域共生社会を実現していくか



すべての人の生活の基盤としての地域

すべての社会・経済活動の基盤としての地域

支え・支えられる関係の循環
～誰もが役割と生きがいを持つ社会の醸成～

◇社会経済の担い手輩出
◇地域資源の有効活用、
雇用創出等による経済
価値の創出

地域における人と資源の循環
～地域社会の持続的発展の実現～

◆制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主
体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住
民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会

◇居場所づくり
◇社会とのつながり
◇多様性を尊重し包摂
する地域文化

◇生きがいづくり
◇安心感ある暮らし
◇健康づくり、介護予防
◇ワークライフバランス

◇就労や社会参加の場
や機会の提供

◇多様な主体による、
暮らしへの支援への参画

地域共生社会とは

令和2年度社会福祉協議会トップセミナー 厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課 國信氏資料
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長野県地域福祉支援計画

地域共生社会の目指すもの


